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■表紙の写真  
「都市農地貸借円滑化法の活用による最初の
新規就農が実現した農地」（東京都日野市） 
生産緑地の借り主は新鮮な野菜を消費者の食
卓に近い距離感でリアルタイムに届けたいと、
自身にゆかりのあるまちで新規就農を 2019 年 3
月実現。農園名（Neighbor′s Farm）にもその思
いが込められている。 


